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スマホ携帯から
携帯でQRコードを
読み込んで下さい

新型コロナウイルス
感染症に対する
共済給付の一部が
変更になります

2023年（令和5年）2月1日以降の
申請分から給付額が変更と
なりますので、ご注意ください。
詳しくは、広島建労HP
または所属の窓口で
ご確認ください。

　

迎
春
の
時
を
迎
え
、
謹
ん
で

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
組
合

運
動
に
お
き
ま
し
て
は
、
組
合

員
、
ご
家
族
の
皆
さ
ん
の
ご
支

援
、
ご
協
力
、
ご
指
導
を
賜
り
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
に
嬉
し
い
報

告
が
あ
り
ま
す
。
今
現
在
、
旧

建
労
会
館
跡
地
、
同
じ
場
所
に

新
建
労
会
館
を
建
設
中
（
地
下

１
階
Ｒ
Ｃ
造
、
地
上
２
階
木
造
、

延
べ
面
積
９
８
４
・
５
㎡
）
で

す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
、
建
設
工
事
に
無
事
着
手

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
第

７
地
連
広
島
の
諸
先
輩
方
に
は
、

新
建
労
会
館
建
設
に
地
連
事
務

所
建
設
を
ゆ
だ
ね
て
く
だ
さ
り

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

先
輩
諸
氏
の
協
力
、
援
助
、

努
力
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
旧
建

労
会
館
が
53
年
も
の
間
、
存
在

し
た
事
実
、
先
人
た
ち
が
「
ゼ

ロ
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
広

島
建
労
65
年
間
の
歴
史
を
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

新
建
労
会
館
は
、
年
始
め
に

は
地
下
１
階
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

部
分
が
見
え
る
だ
け
で
す
が
、

２
月
頃
か
ら
木
造
部
分
の
工
事

に
取
り
掛
か
り
８
月
頃
に
は
完

成
の
予
定
。
大
工
職
が
メ
イ
ン

に
な
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
労

働
者
供
給
事
業
を
建
設
工
事
に

適
用
す
る
予
定
で
す
。
引
越
し

工
程
が
未
定
の
た
め
確
約
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
10
月
頃
に
は

新
し
い
建
労
会
館
で
業
務
を
再

　

新
し
い
年
を
迎
え
謹
ん
で
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
も
未
だ
収
ま
り
を
見
せ
て
い

ま
せ
ん
が
、
付
き
合
い
な
が
ら

日
常
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
努
力

を
し
て
い
ま
す
。

　

組
合
で
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
取

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
も
組
合
活
動
や
行
事
に

は
、
制
限
を
設
け
た
中
で
の
取

り
組
み
と
な
り
ま
し
た
が
、
組

合
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り

無
事
活
動
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
を
申

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。
今
年
度
よ
り
副

執
行
委
員
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。

　

昨
年
は
就
任
早
々
会
館
建
設

の
件
で
試
行
錯
誤
し
、
委
員
長

を
は
じ
め
建
設
委
員
の
方
々
も

大
変
苦
慮
さ
れ
ま
し
た
が
、
昨

年
10
月
に
無
事
本
体
契
約
を
結

執
行
委
員
長

原

正

橋
本
　
直
幸

藤
岡
　
祐
二

髙
野
　
　
透

中
川
　
裕
次

副
執
行
委
員
長

書
　
記
　
長

副
執
行
委
員
長

副
執
行
委
員
長

得
や
各
種
講
習
会
で
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
や
技
術
の
継
承
で
賃
金
ア
ッ

プ
を
目
指
し
ま
す
。

　

機
関
紙
は
も
ち
ろ
ん
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し

た
情
報
の
発
信
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
の
電

子
化
で
負
担
軽
減
も
少
し
ず
つ

　

新
春
を
迎
え
、
組
合
員
・
ご

家
族
の
皆
様
に
新
年
の
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
感
染
防
止
対
策
を
徹
底

し
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
の
会
議
・
学

習
会
な
ど
を
取
り
入
れ
て
行
い

ま
し
た
。

　

年
２
回
の
要
請
ハ
ガ
キ
行
動

「
特
定
健
診
」
「
特
定
保
健
指

導
」
の
受
診
率
向
上
に
向
け
て

ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

し
上
げ
ま
す
。

　

担
当
す
る
専
門
部
で
は
「
組

織
拡
大
」
「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
」
「
ア
ス
ベ
ス
ト

関
連
」
に
関
わ
る
課
題
に
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

一
人
で
は
出
来
な
い
こ
と
を
、

数
の
力
で
成
し
遂
げ
て
い
く
こ

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年

は
立
派
な
会
館
が
完
成
す
る
よ

う
努
力
い
た
し
ま
す
。

　

そ
し
て
今
年
10
月
に
は
、
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
が
い
よ
い
よ
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
発
行
業
者
登

録
の
件
で
は
組
合
員
の
皆
様
に

と
っ
て
、
よ
り
良
い
選
択
、
判

断
が
で
き
る
よ
う
情
報
周
知
し

職人川柳 教育宣伝部

世界遺産「富士山」からの日の出

2023年（令和5年）・卯年

で
す
が
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
何
が
で
き
る
か
を
考
え
な

が
ら
邁
進
い
た
し
ま
す
。
皆
さ

ん
と
協
力
し
、
よ
り
良
い
年
に

し
て
い
き
ま
す
。

　

組
織
拡
大
は
組
合
と
し
て
も

必
要
不
可
欠
で
す
。
一
人
で
も

多
く
の
人
に
組
合
加
入
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

　

本
年
も
組
合
の
様
々
な
運
動

に
対
し
ま
し
て
、
皆
様
の
ご
理

解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

と
が
組
合
活
動
の
基
本
で
す
。

　

本
年
も
皆
様
の
ご
協
力
の
も

と
、
尽
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
専
門
部
で
あ
る
安
全
対

策
に
も
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
や

安
全
講
習
会
を
通
し
て
組
合
員

の
安
全
の
た
め
に
力
に
な
れ
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。

職人川柳に16作品のご応募ありがとうございました。
投票の結果、下記の通り各賞が決定しました。

コロナ禍に加え 追い打ち インボイス
　　松田　智紀さん（第9地連広島北）

洗濯機 そこに土産の 釘一本
　　松前　和子さん（第8地連広島西）

我かんな 近頃出番 とんとなく
　　古城　賢治さん（第2地連芦品）

秋晴れに 上棟餅まき みな笑顔
　　幸　秀子さん（第1地連福山）

松前　秀顯さん（第8地連広島西）

佐々木　哲司さん（第11地連三次）

古城　義治さん（第2地連芦品）

会釈され マスクとっても はてどなた

フルハーネス 家族と結ぶ こころの輪

どこまでも コロナウイルス 七変化

最優秀賞

優 秀 賞

佳　　作一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

開
す
る
予
定
で
す
。

　

完
成
ま
で
の
間
、
何
よ
り
も

工
事
関
係
者
の
安
全
第
一
、
近

隣
住
民
の
方
に
ご
迷
惑
を
お
掛

け
せ
ぬ
よ
う
万
全
を
期
し
て
建

設
工
事
を
進
め
て
参
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
、
応
援
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
の
広
島
建
労
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
暮
ら
し
の
基
本
と

な
る
「
賃
金
・
単
価
の
引
き
上

げ
」
「
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
を
駆
使
し
た

労
働
条
件
の
改
善
・
経
済
的
社

会
的
地
位
の
向
上
」
「
建
設
技

能
者
の
技
術
向
上
」
「
地
域
の

建
設
産
業
再
生
」
「
働
き
方
改

革
に
基
づ
く
安
心
で
き
る
就
労

環
境
」
を
目
指
す
運
動
を
引
き

続
き
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

最
重
要
課
題
は
組
織
拡
大
で

す
。
各
地
連
の
役
員
さ
ん
を
先

頭
に
意
識
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
、
組
織
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
、
組
織
拡
大
を
目
指

し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
終
息
が
見

え
な
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

本
年
も
昨
年
に
増
し
て
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
と
共

に
、
今
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良

い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
御
祈

念
申
し
上
げ
、
執
行
部
代
表
と

し
て
の
新
年
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

謹賀新年
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集
会
で
は
、
は
じ
め
に
千
葉

土
建
、
滋
賀
建
築
か
ら
議
長
団

を
選
出
。
中
西
委
員
長
か
ら
、

「
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
や

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、

止
ま
ら
な
い
円
安
の
影
響
で
物

　

広
島
県
建
築
高
等
職
業
訓
練

校
の
ブ
ー
ス
で
は
、
訓
練
生
の

授
業
風
景
の
写
真
展
示
や
訓
練

生
募
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
。

訓
練
校
卒
業
生
の
四
方
転
び
踏

み
台
の
作
品
展
示
と
作
品
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
通
じ
て
訓
練
校
を
紹

介
し
、
訓
練
生
募
集
を
来
場
者

に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

訓
練
校
の
秋
本
講
師
と
竹
下

価
高
騰
が
続
い

て
い
ま
す
。
建

設
産
業
に
も
資

材
価
格
の
高
騰
、

設
備
機
器
等
の

納
期
の
遅
れ
な

ど
、
私
た
ち
の

生
活
に
大
き
な

打
撃
を
受
け
て

い
ま
す
。
３
年

ぶ
り
の
デ
モ
行

進
、
私
た
ち
の

想
い
を
私
た
ち

の
声
で
し
っ
か

講
師
を
中
心
に
、
午
前
２
回
、

午
後
１
回
、
小
学
生
を
対
象
と

し
た
「
万
能
椅
子
制
作
体
験
教

室
」
で
、
も
の
づ
く
り
の
楽
し

さ
や
道
具
の
扱
い
方
の
難
し
さ

を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
「
広
島
マ
イ
ス
タ
ー
」

で
も
あ
る
訓
練
校
の
竹
下
講
師

に
よ
る
「
建
築
大
工
職
種
の
実

演
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
１
本

の
木
か
ら
万
能
椅
子
へ
。
道
具

を
使
っ
て
実
演
し
な
が
ら
、「
建

築
大
工
職
」
の
魅
力
、
も
の
づ

く
り
に
携
わ
る
こ
と
で
得
る
喜

び
や
実
感
を
、
こ
れ
ま
で
の
体

2022（令和4）年
労働安全標語

パンフ配布など

訓練生募集を

来場者に
　　呼掛け

１
８
０
０
人
の
来
場
者
が

も
の
づ
く
り
●
●
●
体
験

魅
力
を

ひろしま
技 能
フ ェ ア

り
と
伝
え
、
各
省
庁
交
渉
、
デ

モ
行
進
を
成
功
さ
せ
、
次
年
度

の
予
算
に
私
た
ち
の
思
い
を
し
っ

か
り
盛
り
込
ま
せ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
主
催
者
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

験
を
交
え
て
話
し
な
が
ら
実
演

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
を
講
じ
て
の
開
催
で
行

わ
れ
た
た
め
、
事
前
に
予
約
さ

れ
た
小
学
生
の
み
の
体
験
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
来
場

者
か
ら
は　
「
（
自
分
も
）
体
験

し
た
か
っ
た
」
と
残
念
が
る
声

が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

工
藤
副
委
員
長
が
交
渉
団
を

代
表
す
る
決
意
表
明
を
行
い
、

省
庁
要
請
へ
出
発
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
各
党
代
表
か
ら
激

励
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
、
各
党

代
表
へ
中
西
委
員
長
か
ら
５
項

目
の
要
請
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

勝
野
書
記
長
の
基
調
報
告
で

は
、「
建
設
資
材
、
物
価
の
高

騰
、
設
備
機
器
の
納
期
遅
延
、

仕
入
価
格
高
騰
し
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
な
か
な
か
施
主
の
皆
さ

ん
や
、
発
注
者
元
請
け
に
対
す

る
価
格
転
嫁
や
工
期
の
変
更
も

認
め
ら
れ
な
い
大
変
厳
し
い
状

　
【
県
・
教
宣
部
長
・
中
西
哲
也
】
11
月
18
日(

金)

に
全
建
総

連
は
、
東
京
・
日
比
谷
公
園
音
楽
堂
に
45
県
連
・
組
合
１
７
０

３
人
（
広
島
７
人
）
の
仲
間
が
集
結
。「
建
設
国
保
の
強
化
育

成
、
物
価
上
昇
を
上
回
る
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
を
勝
ち
取
ろ

う
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
11
・
18
賃
金
・
単
価
引

き
上
げ
、
予
算
要
求
中
央
総
決
起
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

与
野
党
６
政
党
か
ら
の
激
励
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
、
厚
生
労

働
省
保
険
局
な
ど
６
カ
所
の
省
庁
要
請
を
行
う
と
と
も
に
、
実

に
３
年
ぶ
り
と
な
る
デ
モ
行
進
を
東
京
・
銀
座
の
街
中
を
通
り

東
京
駅
周
辺
ま
で
行
い
、
建
設
技
能
者
の
処
遇
改
善
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

　
【
県
・
書
記
次
長
・
泉
雅
博
】
11
月
11
日(

金)

、
第
39
回
「
ひ
ろ
し
ま
技
能
フ
ェ
ア
」
が
県

立
広
島
産
業
会
館
西
展
示
館
で
開
催
さ
れ
、
約
１
８
０
０
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

小
中
高
校
生
な
ど
の
若
年
者
を
主
な
対
象
に
「
も
の
づ
く
り
」
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
、

「
も
の
づ
く
り
を
身
近
に
感
じ
、将
来
の
夢
を
育
む
こ
と
」
を
目
的
に
県
内
の
企
業
や
職
業
関
連

専
門
校
な
ど
37
団
体
が
出
展
。
も
の
づ
く
り
現
場
に
お
け
る
技
能
の
重
要
性
や
、
も
の
づ
く
り

の
楽
し
さ
が
実
感
で
き
る
よ
う
な
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
徳
島
県

で
行
わ
れ
た
第
63
回
定
期
大
会

の
中
で
も
、
地
域
で
の
集
会
の

開
催
や
行
政
へ
の
要
請
行
動
、

地
域
の
業
界
団
体
と
の
懇
談
や

様
々
な
取
り
組
み
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
賃
金
・
単
価
引
き

上
げ
、
予
算
要
求
、
物
価
高
騰

か
ら
仕
事
と
暮
ら
し
を
守
り
ま

し
ょ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

建
設
埼
玉
の
仲
間
が
決
意
表

明
、
建
設
山
口
の
仲
間
に
よ
る

大
会
決
議
提
案
を
満
場
の
拍
手

で
確
認
し
ま
し
た
。

　

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
に
か
え
て
、

「
建
設
国
保
・
強
化
育
成
」「
物

価
高
騰
か
ら
仕
事
・
く
ら
し
守

れ
」
の
プ
ラ
カ
ー
ド
ア
ク
シ
ョ

ン
を
益
田
副
委
員
長
の
音
頭
で

行
い
集
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
３
年
ぶ
り
と
な
る
デ

モ
行
進
を
実
施
。
広
島
建
労
は

マ
ス
ク
を
着
用
し
て
第
１
梯
団

に
入
り
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

し
な
が
ら
東
京
駅
ま
で
デ
モ
行

進
を
行
い
ま
し
た
。

東京・銀座の街中をデモ行進

会場一面のプラカードアクション

小学生に実技指導をする秋本講師（左）と竹下講師（上）

第39回

３年ぶりとなる
デモ行進で
処遇改善アピール

11.18中央総決起大会

　労働安全標語の募集で、19作品の応募がありま
した。応募されました皆さん、ありがとうござい
ました。その中から審査の結果、下記のとおり各
賞が決定しましたので、ご報告します。

最優秀賞

優 秀 賞

佳　　作

Ｑ： 河野デジタル大臣がマイナンバーカードの利
用拡大を急速に進めているようですが、何だか心
配です。本当に大丈夫なのでしょうか？
Ａ：マイナンバー制度に対する国民の懸念（個人情
報の外部漏えい、不正利用、国家による個人情報の一
元管理）から、この制度における安心・安全の確保の
ために、以下のような保護措置が取られています。

 【制度面の保護措置】
 ・法律に規定があるものを除いて、マイナンバー

を含む個人情報を収集したり、保管したりする
ことを禁止しています。

・第三者機関である個人情報保護委員会が、マイ
ナンバーが適切に管理されているか監視・監督を
行います。

・法律に違反した場合、重い罰則が科されます。
・マイナンバーを提供する際には、マイナンバー

の確認と身元の確認を義務付けているため、マ
イナンバーを用いた手続を本人になりすまして
行うことはできません。

・マイナポータルにおいて、行政機関同士がやり
とりした個人情報の履歴を、本人が確認出来る
ものとしています。

 【システム面の保護措置】
 ・個人情報を一元管理するのではなく、従来どお

り、年金の情報は年金事務所、地方税の情報は
市区町村といったように、各情報は分散して管
理されています。

・行政機関の間で情報連携する際も、マイナンバーを
直接使わず、専用の符号を用いるようにしています。

・システムにアクセスできる人を制限するととも
に、通信の際には暗号化を行っています。

税金Ｑ＆Ａコーナー
マイナンバー制度は大丈夫？ 税　金

対策部

安　全
対策部

▲パンフレットはこちらの訓練校HPより

電話：082-292-7798
FAX：082-294-0248

入校申し込み、訓練時間、入校金、
授業料などのお問い合わせ先

一般社団法人 広島建築共同職業訓練協会・広島県建築高等職業訓練校
匠の技を身につけよう

〒733-0013  広島市西区横川新町8-12

入
校
の

申
込
期
間

令和4年10月1日〜
翌年3月10日まで
※定員は先着10人

入校生を
募集64期

建
築
士
・
技
能
士
の

資
格
取
得
を

目
指
そ
う

訓
練
生
を

募
集
!!

第8地連広島西・松前　和子さん

第7地連広島・井野本　憲雄さん

第6地連江田島・沖元　和広さん

第5地連瀬戸内・遠藤　良美さん

第2地連芦品・大工谷　光平さん

今日も一日安全作業  無事故で明日に繋げよう

朝の点検  安全誓う わが身を守る  家族を守る

安全は  全てにおいて  最優先！

一瞬の 注意怠り 命取り

健康第一
　　　 安全第一

家族の願い

物価上昇を
上回る

賃金・単価
引き上げを
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（※１）健康保険被保険者適用除外承認
証のコピー、印鑑
就職の事実を証する書類のコピー、印鑑
退職の事実を証する書類と健康保険被
保険者適用除外承認証それぞれのコ
ピー、印鑑

退職の事実を証する書類と就職の事実を
証する書類それぞれのコピー、印鑑

退職の事実を証する書類と退職後に土木
建築業に従事していることを証する書類
それぞれのコピー、印鑑

厚生年金喪失の事実を証する書類のコ
ピー、日数や時間が短くなった事を証する
書類のコピー（出勤簿や雇用契約書等）、
印鑑

登記簿等変更の事実を証する書類のコ
ピー、印鑑

変更の事実を証する書類のコピー、印鑑

建設国保からのお知らせ 広島県建設国民健康保険組合

こんなときには届け出を

就労形態などが変わったときも届け出が必要です

資格の異動など 速やかに届け出を個人番号（マイナンバー）の記入をお願いします

該当被保険者の保険証、印鑑
（注1）職場の医療保険の保険証（コピー）

保険証、印鑑

該当被保険者の保険証、印鑑

土木建築業に従事していることが分かる
公的書類等と組合員となる方の本人確認
書類、印鑑

保険証、印鑑

印鑑

変更の事実を証する書類のコピー、印鑑

（注1）一部の医療保険者において、情報連携の遅延が生じているため引き続き確認書類の添付を
お願いする場合があります。
※各届け出には組合員並びに届け出事項に該当するご家族の個人番号が必要となりますので、個
人番号の確認できる書類（個人番号カード・個人番号通知カード、住民票等）を必ずご持参下さい。

・事業所を法人化した

・事業所に就職した
法人事業所のとき
個人事業所のとき

・事業所
を退職し、

他の
事業所へ
勤め始めた

法人事業所
のとき

個人事業所
のとき

独立開業した

・事業所は変わらないが、働く日数や時間
が短くなり厚生年金保険の適用とならなく
なった

・法人事業所を個人事業所に変えた
・事業所の住所・名称・

代表者などを変えた
法人事業所のとき
個人事業所のとき

・屋号をつけた

歯科健診を無料で受診できます。
※詳しくは建設労働組合の各地連窓口にお問い合わせください。

◆脱退・喪失

◆事業所等変更届

◆加入

◆取得

◆住所変更

◆職種変更

【こんなとき】

【届け出が必要なとき】

【届け出に必要なもの】

【届け出に必要なもの】

　宮城県国民健康保険団体連合会と東北大学が、2005年県
内50歳以上の31,548人について残存歯と医療費の関係につ
いて調べました。その結果、80歳以上で21本以上の歯のある

『8020達成者』は、0～4本の人に比べ、月額で約5,600円医
療費が少ないことが分かりました。

　 これまでに、セルフケアについてもご紹介してきましたが、
歯科医院では自分では落とせない歯の汚れのクリーニング、歯
グキの状態の診察、正しいブラッシング方法の指導なども受け
られます。歯やお口の状態にもよりますが、通院の頻度は6か
月～1年に1度、専門家と連携して適切なオーラルケアを行っ
ていきましょう。

　建設国保では歯科健診の全額補助を行っております。被保険
者であれば、1年に1回に限り、無料で歯科健診を受ける事が
できますので、各地域連合窓口にて、
お申込みください。

（※1）健康保険被保険者適用除外承認申請はその事実が発生してから14日以内に年金事務所へ
手続きする必要があります。（但し、厚生年金被保険者資格取得届については、事実発生の日か
ら5日以内）

下記のような事実が生じたら事業所等変更届を提出していただく
必要があります。この届は建設国保を運営していくうえで大変重要な
ものです。所属の地域連合で速やかな手続きをお願いします。
　常用の従業員が５人以上いる個人事業所の従業員の方についても
法人事業所に勤めている方と同じ手続きが必要となります。
　手続き等、不明な点がありましたら、建設国保または所属の
地域連合事務所へおたずねください。

　建設国保は自主運営の組合ですが、法律に基づいて認可された公益法人であり、国
から多額の補助金を受けています。
　そのため全ての面で適正な運営を行う必要があり、被保険者資格にかかわることや組
合員さんの職種・勤める事業所に関することなど、変更が生じた場合には迅速な届け出
をすることが定められています。
　組合員さんは変更が生じた場合には、必ず所属の地域連合へ届け出をしてください。

　建設国保は、番号法の規定により個人番号利
用事務実施者となっていて、保険給付の支給や
国民健康保険料の徴収などに関する事務にお
いて、被保険者のみなさんの個人番号（マイナ
ンバー）を利用して、他の行政機関等と情報連
携することとなっています。
　個人番号を用いた手続きでは厳格な本人確
認が義務付けられています。個人番号の記入が必要な届け出を
行うときには、なりすまし防止のため、個人番号が正しいかど
うか確認できるもの（個人番号カード、通知カード等）と身元
確認ができるもの（運転免許証など）を持って届け出をするよ
うにしてください。

情報提供
サンスター株式会社

お口のお手入れで
医療費が変わる？

お口のお手入れが
あなたの体を守ります

 歯を残せば医科医療費が下がる。

  歯科健診を無料で受診することができます。

  歯科医院の定期検診受診も大切です！

就職して職場の医療保険に加入した

土木建築業をやめた

家族が修学以外の目的で世帯を離れ、
別々に住み始めた

退職して職場の医療保険を喪失し、土木
建築業に従事している

結婚や出産などで扶養家族が増えた

引越しして住所が変わった

職種が変わった

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

第5回
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令和３年度・佳作

本
日
も

初
心
を
忘
れ
ず

安
全
確
認

労働安全標語

第６地連江田島
沖元　和広さん

12月1日の
組織人員
12,051人 第

20
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

16
ホ
ー
ル
を
70
人
が
プ
レ
ー

３
年
ぶ
り
の
祭
典
開
催

包
丁
研
ぎ
に
持
込
50
丁

Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ａ
で

お
好
み
焼
き
体
験

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
申
込
説
明
会

即
申
請
「
あ
り
が
た
い
」

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
講
習

装
着
し
調
整
方
法
確
認

第1地 連第1地 連
福 山福 山

第６地連第６地連
江 田 島江 田 島

第９地連第９地連
広 島 北広 島 北

第1地 連第1地 連
福 山福 山

第1地 連第1地 連
福 山福 山

　

【
教
宣
専
門
委
員
・
髙
橋
潔

士
】
10
月
23
日(

日)

に
福
山
市

加
茂
町
北
山
の
福
山
市
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
で
、
第
20
回
ふ

れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中

止
と
な
っ
た
大
会
で
し
た
が
、

今
年
は
午
前
中
の
み
と
し
、
Ｃ
、

Ｄ
コ
ー
ス
の
計
16
ホ
ー
ル
を
約

70
人
の
参
加
者
が
プ
レ
ー
し
て

回
り
ま
し
た
。

　

９
時
半
よ
り
開
会
さ
れ
た
大

会
は
、
花
﨑
書
記
長
の
司
会
進

行
に
よ
っ
て
松
井
組
織
部
長
の

開
会
宣
言
、
門
主
地
連
長
の
あ

　

【
左
官
・
各
職
技
術
専
門
委

員
・
百
済
昌
宏
】
10
月
30
日

(

日)

に
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

　

【
教
宣
専
門
委

員
・
楠
部
仁
臣
】

11
月
６
日(

日)

、

沖
美
町
鹿
田
公
園

に
お
い
て
「
第
10

回
え
た
じ
ま
オ
リ

ー
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
祭
典
」
が
３

年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
延

期
が
続
い
て
い
ま

し
た
が
、
エ
リ
ア

　

【
主
婦
の
会
・
中
谷
恵
子
】

10
月
19
日(

水)

、
ま
だ
コ
ロ
ナ

が
完
全
に
収
束
し
て
お
ら
ず
、

少
人
数
で
し
た
が
交
流
研
修
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
行
事
で
ワ
ク
ワ

ク
し
な
が
ら
、
Ｊ
Ｒ
可
部
線
で

広
島
駅
に
到
着
し
、
ま
ず
「
Ｏ

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ａ
」
で
お
好
み
焼
き

　

【
地
連
・
教
宣
部
員
・
野
田

芳
史
】
11
月
20
日(

日)

、
第
１

地
連
福
山
事
務
所
３
階
で
、
フ

ル
ハ
ー
ネ
ス
型
墜
落
制
止
用
器

具
特
別
教
育
講
習
会
を
開
催
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
行
い
、
26

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

門
主
地
連
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
講
師
の
山
路
書
記
長
（
第

い
さ
つ
、
来
賓
紹
介
の
後
に
プ

レ
ー
を
開
始
。
プ
レ
ー
後
は
、

地
区
別
と
個
人
別
の
表
彰
が
あ

り
、
皆
さ
ん
景
品
を
手
に
し
て

い
ま
し
た
。

　

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
ス
ポ
ー

ツ
日
和
と
な
り
大
変
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

プ
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）

の
申
込
説
明
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

（
一
社
）
広
島
県
建
築
セ

ン
タ
ー
協
会
か
ら
講
師
を

招
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
対
策
を
行
い
な

が
ら
19
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

事
前
に
参
加
者
全
員
に

申
込
書
類
を
送
り
、
各
自

必
要
書
類
な
ど
を
準
備
し

て
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
と
に
消
毒
や
マ
ス
ク
着
用
、

各
感
染
対
策
な
ど
を
実
施
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
６
地
連
江
田
島
の
ブ
ー
ス

は
、
い
つ
も
好
評
い
た
だ
い
て

い
る
包
丁
研
ぎ
で
す
。
朝
早
く

か
ら
組
合
員
と
主
婦
の
会
の
担

当
者
が
集
ま
り
、
準
備
万
端
で

お
客
様
を
迎
え
ま
す
。

　

50
丁
の
包
丁
が
持
ち
込
ま
れ
、

そ
の
す
べ
て
を
熟
練
の
組
合
員

が
手
際
よ
く
研
い
で
い
き
ま
し

た
。

　

引
き
取
り
に
来
ら
れ
た
お
客

様
は
ど
な
た
も
笑
顔
で
「
あ
り

が
と
う
」
と
お
礼
を
言
っ
て
く

だ
さ
り
、
我
々
の
努
力
が
実
を

の
体
験
教
室
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

お
好
み
焼
き
を
初
め
て
焼
く

方
も
お
ら
れ
、
大
き
な
鉄
板
で

オ
タ
フ
ク
ソ
ー
ス
社
員
の
方
が

丁
寧
に
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

お
い
し
く
焼
く
コ
ツ
を
教
え

て
い
た
だ
い
た
お
好
み
焼
き
は

想
像
を
超
え
る
ほ
ど
お
い
し
く
、

皆
さ
ん
笑
顔
で
完
食
さ
れ
て
い

２
地
連
）
と
井
上
組
合
員
に
よ

る
講
習
が
、
厚
生
労
働
省
通
達

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
習
は
教
材
の
テ
キ
ス
ト
に

沿
っ
て
行
わ
れ
、
昼
休
憩
を
挟

み
、
実
際
に
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
の

装
着
を
し
な
が
ら
各
部
の
調
整

の
方
法
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

様
々
な
職
種
か
ら
の
参
加
が

あ
り
、
講
習
を
受
け
た
う
え
で

プ
レ
ー
前
に
準
備
体
操

プ
レ
ー
後
は
表
彰

大
き
な
鉄
板
で
焼
き
体
験

真剣に講師の説明を受ける

地連のブースでお客様をお出迎え

講
師
が
装
着
具
合
を
確
認

内　容 件数
転 墜 落 ４
転 倒 ３
工 具 ・ 機 械 ２
火 傷 １
飛 来 ・ 落 下 １

計 11

地連名 件数
第１地連 福 山 ２ （１）　
第２地連 芦 品 １　
第３地連 しまなみ １
第５地連 瀬 戸 内 　（２）
第７地連 広 島 １　 （１）
第12地連 庄 原 ２

計 ７ （４）

（　） 内は一人親方

労災事故発生原因

「カンガルーマーク」
クイズ

労働災害地連別件数一覧表
令和4年11月分

労災保険に入りましょう

19
日　

第
７
地
連
特
定
検
診

24
日　

地
連
事
務
担
当
者
会
議

30
日　

四
役
・
財
政
部
会

31
日　

四
役
会
議

　
２
日　

第
２
地
連
税
金
学
習
会

　
５
日　

第
８
地
連
定
期
大
会

　
８
日　

監
査
・
監
事
会

10
日　

(

一
社)

訓
練
・
建
築
セ
ン
タ
ー

　

協
会
理
事
会

11
日　

第
１
地
連
定
期
大
会

　

第
10
地
連
定
期
大
会

12
日　

第
６
地
連
定
期
大
会

　

第
12
地
連
定
期
大
会

15
日　

第
３
０
７
回
執
行
委
員
会

18
日　

第
７
地
連
定
期
大
会

19
日　

第
３
地
連
定
期
大
会

25
日　

第
４
地
連
定
期
大
会

26
日　

第
９
地
連
定
期
大
会

※あくまで予定です(後日変更あり)。詳細は県本部または所属の
地連までお問い合わせください。

▼
１
〜
２
月
の
行
事
予
定
▲

1月2月

　

説
明
会
で
は
、
登
録
申
請
に

つ
い
て
の
説
明
、
質
疑
応
答
。

そ
の
後
、
個
別
に
申
込
書
類
な

結
ん
だ
瞬
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

少
し
ず
つ
コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち

着
い
て
、
ま
た
様
々
な
催
し
が

開
催
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

ま
し
た
。

　

満
腹
に
な
っ
た
後
は
、
ひ
ろ

し
ま
観
光
ル
ー
プ
バ
ス
「
め
い

ぷ
る
～
ぷ
」
に
乗
り
、
お
り
づ

ど
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
当

日
に
申
請
を
終
え
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
「
良
い

説
明
会
だ
っ
た
」
「
事
前
に
最

低
限
の
書
類
を
準
備
し
て
い
れ

ば
、
そ
の
場
で
申
請
で
き
る
の

で
あ
り
が
た
い
」
な
ど
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
組
合
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
技
術
講
習

会
な
ど
を
開
催
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

第
６
地
連
江
田
島
と
し
て
、
で

き
る
限
り
地
域
の
皆
さ
ま
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
活
動
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

る
タ
ワ
ー
に
行
き
ま
し
た
。

　

屋
上
の
展
望
台
は
広
島
市
内

が
眺
望
で
き
、
Ｃ
Ｇ
映
像
を
体

験
し
た
り
、
お
り
づ
る
を
壁
に

投
入
し
、
平
和
と
幸
福
へ
の
思

い
を
強
く
し
ま
し
た
。

　

新
し
く
な
っ
た
平
和
資
料
館

に
も
行
く
予
定
で
し
た
が
、
修

学
旅
行
生
が
多
く
、
時
間
の
都

合
で
入
館
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
も
ま
ま

な
ら
ず
過
ご
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
久
々
の
気
分
転
換
を
味
わ
っ

て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

来
年
は
多
く
の
参
加
者
で
交

流
会
を
行
え
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

組
合
共
済

「
入
学
祝
」

申
請
期
限
は
資
格
取
得
日
か
ら
３
年
以
内

資
格
取
得
奨
励
金
・
報
奨
金

給
付
申
請
は

本
年
3
月
31
日
ま
で

　2020年4月に小学校・中学
校へ入学されたお子さまに
対して給付（小学校2万円、
中学校1万円）されます。申
請がお済みでない方は、所
属の地連へお問い合わせく
ださい。

　
２
０
２
０
年
に
取
得
さ
れ
た
給
付
対
象
の

資
格
は
資
格
取
得
日
か
ら
３
年
以
内
が
請
求

可
能
で
す
。
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

所
属
の
地
連
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

紙
面
に
複
数
個
の「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
」
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
」
の
総
数(

写
真
内
の
も
の
は
含
ま
な
い)

を
お
答
え

く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ(

Ｆ
Ａ
Ｘ
可)

に
、
「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
の
総
数
・
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
所
属
地
連
名
・
『
広
建
新
報
』
に
つ

い
て
ひ
と
こ
と
感
想
」
を
明
記
し
て
、
広
島
建
労
・
県
本
部
ま
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
応
募
可
能〈「
組
合
員
専
用
」
ペ
ー
ジ
〉
で
す
。

抽
選
の
上
、
10
人
の
方
へ
ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
応
募

締
め
切
り
は
今
月
末(

消
印
有
効)
ま
で
で
す(

正
解
：
12
月
号
は
６
個)

。

実
際
の
現
場
の
疑
問
点
に
講
師

が
回
答
し
、
最
後
に
、
参
加
者

は
修
了
証
を
受
け
取
っ
て
閉
会

し
ま
し
た
。
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